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(57)【要約】
【課題】従来のものより頭部音響伝達関数の補間を正確
に行うことができるとともに、全体的な聴感上の精度向
上が可能な頭部音響伝達関数補間装置を提供する。
【解決手段】予め取得された複数の頭部音響伝達関数の
振幅応答を方位ごとに重み付けして統計的に解析するこ
とにより得られた合成用スペクトルを蓄積する合成用ス
ペクトル蓄積手段４１と、所定の複数の方位のうち１つ
以上の方位の頭部音響伝達関数が新たに測定された場合
、測定された頭部音響伝達関数および合成用スペクトル
蓄積手段４１に蓄積された該１つ以上の方位の合成用ス
ペクトルを用いて加算係数を算出する加算係数算出手段
４４と、加算係数および合成用スペクトル蓄積手段４１
に蓄積された補間対象方位の合成用スペクトルを用いて
、補間対象方位の頭部音響伝達関数を補間する頭部音響
伝達関数補間手段４５と、を備える。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め取得された複数の頭部音響伝達関数の振幅応答を方位ごとに重み付けして統計的に
解析することにより得られた合成用スペクトルを蓄積する合成用スペクトル蓄積手段と、
　所定の複数の方位のうち１つ以上の方位の頭部音響伝達関数が新たに測定された場合、
前記新たに測定された頭部音響伝達関数および前記合成用スペクトル蓄積手段に蓄積され
た前記１つ以上の方位の合成用スペクトルを用いて加算係数を算出する加算係数算出手段
と、
　前記加算係数算出手段によって算出された加算係数、および、前記合成用スペクトル蓄
積手段に蓄積された前記所定の複数の方位のうち新たに測定された方位以外の方位の合成
用スペクトルを用いて、前記新たに測定された方位以外の方位の頭部音響伝達関数を補間
する頭部音響伝達関数補間手段と、を備えたことを特徴とする頭部音響伝達関数補間装置
。
【請求項２】
　前記合成用スペクトル蓄積手段が、
　前記予め取得された前記複数の頭部音響伝達関数の振幅応答を前記方位ごとに重み付け
した後に主成分分析することによって得られる主成分を合成用スペクトルとして算出する
合成用スペクトル算出手段と、
　前記合成用スペクトル算出手段によって算出された合成用スペクトルを記憶する合成用
スペクトル記憶手段と、を含む請求項１に記載の頭部音響伝達関数補間装置。
【請求項３】
　前記合成用スペクトル算出手段が、人の聴覚特性に基づいて定められた重み係数ベクト
ルを用いて前記頭部音響伝達関数の振幅応答に対する重み付けを行うものである請求項２
に記載の頭部音響伝達関数補間装置。
【請求項４】
　コンピュータに、
　予め取得された複数の頭部音響伝達関数の振幅応答を方位ごとに重み付けして統計的に
解析することにより得られた合成用スペクトルを蓄積する合成用スペクトル蓄積処理と、
　所定の複数の方位のうち１つ以上の方位の頭部音響伝達関数が新たに測定された場合、
前記新たに測定された頭部音響伝達関数および前記合成用スペクトル蓄積手段に蓄積され
た前記１つ以上の方位の合成用スペクトルを用いて加算係数を算出する加算係数算出処理
と、
　前記加算係数算出手段によって算出された加算係数、および、前記合成用スペクトル蓄
積手段に蓄積された前記所定の複数の方位のうち新たに測定された方位以外の方位の合成
用スペクトルを用いて、前記新たに測定された方位以外の方位の頭部音響伝達関数を補間
する頭部音響伝達関数補間処理と、を実行させることを特徴とする頭部音響伝達関数補間
プログラム。
【請求項５】
　予め取得された複数の頭部音響伝達関数の振幅応答を方位ごとに重み付けして統計的に
解析することにより得られた合成用スペクトルを蓄積する合成用スペクトル蓄積ステップ
と、
　所定の複数の方位のうち１つ以上の方位の頭部音響伝達関数が新たに測定された場合、
前記新たに測定された頭部音響伝達関数および前記合成用スペクトル蓄積手段に蓄積され
た前記１つ以上の方位の合成用スペクトルを用いて加算係数を算出する加算係数算出ステ
ップと、
　前記加算係数算出手段によって算出された加算係数、および、前記合成用スペクトル蓄
積手段に蓄積された前記所定の複数の方位のうち新たに測定された方位以外の方位の合成
用スペクトルを用いて、前記新たに測定された方位以外の方位の頭部音響伝達関数を補間
する頭部音響伝達関数補間ステップと、を備えたことを特徴とする頭部音響伝達関数補間
方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、測定、音響シミュレーションなどにより求められた離散的な頭部音響伝達関
数を補間する頭部音響伝達関数補間装置、そのプログラムおよび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のヘッドホン受聴時の音像定位技術として、頭部音響伝達関数（ＨＲＴＦ：Head R
elated Transfer Function）を用いて設計された制御フィルタとヘッドホンの逆フィルタ
とを用いるものが一般的に知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　頭部音響伝達関数とは、人間の耳介や頭の周辺物によって生じる音の変化を伝達関数と
して表現したもので、自由音場に頭がないときの両耳の中心位置から、頭があるときの外
耳道入口または鼓膜までの伝達関数であり、音源位置を十分遠方として、この音源位置か
ら到来する平面波の入射角と周波数の関数として定義される。通常、この頭部音響伝達関
数は、人頭を模擬したダミーヘッドや上半身を模擬したＨＡＴＳ（Head And Torso Simul
ator）などの音響測定用のマネキンまたは被験者の両耳にマイクロホンを設置することに
より測定される。
【０００４】
　図１は、頭部音響伝達関数を測定するときの測定イメージ図である。頭部１０の中心を
原点とした球面上に存在する所定の複数の測定位置１１のそれぞれにスピーカ１２を移動
させた状態で測定用の音響信号を再生し、再生された音響信号が両耳の外耳道入口または
鼓膜前に設置されたマイクロホン１３によって収音される。
【０００５】
　この収音された音響信号から、スピーカ１２やマイクロホン１３などの測定機材の特性
、および測定に用いられた音響信号の特性を除去することで頭部音響伝達関数が測定され
る。通常は、予め定められた方位角、仰角から定まる測定位置１１に対応して、図１に示
すように一定間隔ごとに頭部音響伝達関数が算出される。
【０００６】
　また、計算機の処理能力向上に伴い、境界要素法や有限要素法などの解析手法と頭部の
モデリングを組み合わせた計算機によるシミュレーションができるようになり、このシミ
ュレーションで頭部音響伝達関数を算出する方法も提案されている（例えば、非特許文献
１参照）。しかし、このような算出手法は、モデルの精度が高くなるほど演算量が増大す
るため、通常は、予め決められた方位角、仰角それぞれに対応した位置で、一定間隔ごと
に頭部音響伝達関数が算出される。
【０００７】
　図２は、頭部音響伝達関数を用いた音像定位技術を使用した音像定位装置の典型的な例
を示す図である。姿勢センサー２１は、ヘッドホン２２を装着した受聴者９の頭部姿勢を
計測し、頭部姿勢を表す情報を相対頭部姿勢計算部２３に逐次出力する。
【０００８】
　相対頭部姿勢計算部２３は、姿勢センサー２１より出力された頭部姿勢を表す情報に対
応する音像位置８に対する方位角と仰角、すなわち相対姿勢を計算し、計算した結果を制
御フィルタ決定部２４に出力する。
【０００９】
　制御フィルタ決定部２４は、相対頭部姿勢計算部２３によって計算された相対姿勢に対
応する適切なフィルタを左右それぞれの耳の分について決定する。通常、制御フィルタ決
定部２４は、相対姿勢を表す方位角および仰角の組み合わせに対応した制御フィルタを適
切なフィルタとして選択する。
【００１０】
　制御フィルタバンク２５は、事前に測定された頭部音響伝達関数より導出される制御フ
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ィルタ、若しくは頭部音響伝達関数そのものを制御フィルタとして方位角および仰角の組
み合わせごとに蓄積するとともに、制御フィルタ決定部２４によって決定された制御フィ
ルタを左右のチャンネルについて制御フィルタ畳み込み部２７に提供する。
【００１１】
　ヘッドホン逆フィルタ畳み込み部２６は、音像定位処理の対象となる音源信号をヘッド
ホン２２の周波数特性の逆特性となるフィルタで左右のチャンネルについて畳み込み、制
御フィルタ畳み込み部２７に出力する。ここで、制御フィルタ決定部２４で決定された、
相対姿勢を表す方位角および仰角の組み合わせに対応した左右の制御フィルタが、制御フ
ィルタバンク２５から制御フィルタ畳み込み部２７に提供される。
【００１２】
　制御フィルタ畳み込み部２７は、提供された左右の制御フィルタとヘッドホン逆フィル
タ畳み込み部２６の出力となるデジタル信号とを左右のチャンネルについて畳み込み、デ
ジタルアナログ変換部２８に出力する。
【００１３】
　デジタルアナログ変換部２８は、制御フィルタ畳み込み部２７より出力されるデジタル
信号をアナログ信号に変換し、左右それぞれのチャンネルのアナログ信号をヘッドホン２
２に出力する。
【００１４】
　前述のとおり、頭部音響伝達関数は、図１のように一定間隔離れた測定位置ごとに離散
的に測定されるため、上述した音像定位装置は、測定されていない方向に音像定位を正確
に行うことはできない。
【００１５】
　全方向に対する連続的な音像定位を実現するためには、予め決められた方位角および仰
角に対応する方向の測定位置で測定された頭部音響伝達関数を近似することが必要である
。
【００１６】
　例えば、同一仰角内で所望方位角に隣接する測定位置の頭部音響伝達関数に対して、内
分比を掛け、加算することにより所望の頭部音響伝達関数を導出する方法がある（例えば
、特許文献２参照）。他では、球面上において測定位置によりメッシュを構成し、所望方
位角、仰角を包含するメッシュを構成する４点の測定位置によって重心補間することによ
り、所望の頭部音響伝達関数を導出する方法がある（例えば、特許文献３参照）。
【００１７】
　以上のように、指定された任意の方向に音像定位を行うには、指定された方向の付近で
測定された頭部音響伝達関数を用いて、指定された方向の頭部音響伝達関数を補間する手
法が採用されている。
【特許文献１】特開２００２－２０９３００号公報
【特許文献２】特開平７－２４８２５５号公報
【特許文献３】特開平１０－４２３９９号公報
【非特許文献１】角張勲、外２名、「高精度頭部３次元モデルを用いたＨＲＴＦ解析手法
の検証」、日本音響学会講演論文集、日本音響学会、２００３年９月、ｐ．５１３－５１
４
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１８】
　しかしながら、頭部音響伝達関数は音源位置から両耳収音位置までの伝搬過程における
皮膚や耳介、鼻など頭部全体での反射や回折によって定まる関数であるため、特許文献１
～３および非特許文献１に開示された従来の音像定位技術のように、近接する測定点での
頭部音響伝達関数のみを用いた局所的な補間方法では誤差の拡大が考えられ、期待される
音像定位が得られないことがあるという問題があった。
【００１９】
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　また、人の聴覚の分解能は方位によって異なっており、局所的な補間方法による誤差に
対する感度も方位、周波数成分によって異なることが最近の知見として得られている。し
たがって、方位、周波数によらず均一な精度で頭部音響伝達関数を導出した場合、方位に
よりその歪が知覚されてしまうという問題があった。
【００２０】
　本発明は、このような従来の課題を解決するためになされたものであって、従来のもの
より頭部音響伝達関数の補間を正確に行うことができるとともに、全体的な聴感上の精度
向上が可能な頭部音響伝達関数補間装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００２１】
　本発明の頭部音響伝達関数補間装置は、予め取得された複数の頭部音響伝達関数の振幅
応答を方位ごとに重み付けして統計的に解析することにより得られた合成用スペクトルを
蓄積する合成用スペクトル蓄積手段と、所定の複数の方位のうち１つ以上の方位の頭部音
響伝達関数が新たに測定された場合、前記新たに測定された頭部音響伝達関数および前記
合成用スペクトル蓄積手段に蓄積された前記１つ以上の方位の合成用スペクトルを用いて
加算係数を算出する加算係数算出手段と、前記加算係数算出手段によって算出された加算
係数、および、前記合成用スペクトル蓄積手段に蓄積された前記所定の複数の方位のうち
新たに測定された方位以外の方位の合成用スペクトルを用いて、前記新たに測定された方
位以外の方位の頭部音響伝達関数を補間する頭部音響伝達関数補間手段と、を備えた構成
を有している。
【００２２】
　この構成により、本発明の頭部音響伝達関数補間装置は、予め取得された複数の頭部音
響伝達関数の振幅応答を方位ごとに重み付けして統計的に解析することにより得られた合
成用スペクトルを用いて、新たに測定された方位以外の方位の頭部音響伝達関数を補間す
るため、従来のものより頭部音響伝達関数の補間を正確に行うことができるとともに、全
体的な聴感上の精度を向上することができる。
【００２３】
　また、本発明の頭部音響伝達関数補間装置は、前記合成用スペクトル蓄積手段が、前記
予め取得された前記複数の頭部音響伝達関数の振幅応答を前記方位ごとに重み付けした後
に主成分分析することによって得られる主成分を合成用スペクトルとして算出する合成用
スペクトル算出手段と、前記合成用スペクトル算出手段によって算出された合成用スペク
トルを記憶する合成用スペクトル記憶手段と、を含む構成を有している。
【００２４】
　この構成により、従来のものより頭部音響伝達関数の補間を正確に行うことができる。
【００２５】
　また、本発明の頭部音響伝達関数補間装置は、前記合成用スペクトル算出手段が、人の
聴覚特性に基づいて定められた重み係数ベクトルを用いて前記頭部音響伝達関数の振幅応
答に対する重み付けを行うものである構成を有している。
【００２６】
　この構成により、本発明の頭部音響伝達関数補間装置は、全体的な聴感上の精度を向上
することができる。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明は、予め取得された複数の頭部音響伝達関数の振幅応答を方位ごとに重み付けし
て統計的に解析することにより得られた合成用スペクトルを用いて、新たに測定された方
位以外の方位の頭部音響伝達関数を補間するため、従来のものより頭部音響伝達関数の補
間を正確に行うことができるとともに、全体的な聴感上の精度向上が可能な頭部音響伝達
関数補間装置を提供することができるものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
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　以下、本発明に係る頭部音響伝達関数補間装置の実施形態について、図面を用いて説明
する。
【００２９】
　図３は、本発明の実施形態に係る頭部音響伝達関数補間装置のハードウエア構成を示す
ブロック図である。頭部音響伝達関数補間装置３０は、コンピュータからなっており、プ
ログラムを実行するＣＰＵなどの演算装置３１、演算装置３１によって処理されるデータ
を一時的に記憶するメモリ３２、ハードディスクなどの記憶装置３３、周辺機器インター
フェイス（Ｉ／Ｆ）３４がバス３５を介して相互に結合された構成を有する。なお、周辺
機器インターフェイス（Ｉ／Ｆ）３４には、表示パネル３４１、キーボード３４２、マウ
ス３４３が接続される。
【００３０】
　図４は、本発明の実施形態に係る頭部音響伝達関数補間装置の機能的なブロック図であ
る。頭部音響伝達関数補間装置３０は、合成用スペクトル蓄積手段４１、加算係数算出手
段４４、および頭部音響伝達関数補間手段４５によって構成されている。なお、合成用ス
ペクトル蓄積手段４１、加算係数算出手段４４、および頭部音響伝達関数補間手段４５は
、例えば、プログラムのモジュールであり、演算装置３１によって実行される。
【００３１】
　合成用スペクトル蓄積手段４１は、合成用スペクトル算出手段４２および合成用スペク
トル記憶手段４３によって構成されている。合成用スペクトル蓄積手段４１は、予め取得
された複数の頭部音響伝達関数の振幅応答を方位ごとに重み付けして統計的に解析し、そ
の解析結果を合成用スペクトルとして蓄積する。なお、複数の頭部音響伝達関数は、複数
の人の頭部から得られたものである。
【００３２】
　合成用スペクトル算出手段４２は、予め取得された複数の頭部音響伝達関数の振幅応答
を方位ごとに重み付けした後に主成分分析することによって得られる主成分を合成用スペ
クトルとして算出する。ここで、振幅応答に対する重み付けは、人の聴覚特性に基づいて
定めることが好ましい。
【００３３】
　また、合成用スペクトル記憶手段４３は、合成用スペクトル算出手段４２によって算出
された合成用スペクトルをデータベースとなる記憶装置３３に記憶させる。
【００３４】
　加算係数算出手段４４は、所定の複数の方位のうち１つ以上の方位の頭部音響伝達関数
が新たに測定された場合、新たに測定された頭部音響伝達関数および合成用スペクトル蓄
積手段４１に蓄積された該１つ以上の方位の合成用スペクトルを用いて、所定の複数の方
位のうち新たに測定された方位以外の方位（以下、補間対象方位と記す）の頭部音響伝達
関数の補間を行うための加算係数を算出する。
【００３５】
　頭部音響伝達関数補間手段４５は、加算係数算出手段４４によって算出された加算係数
、および、合成用スペクトル蓄積手段４１に蓄積された所定の複数の方位のうち補間対象
方位の合成用スペクトルを用いて、補間対象方位の頭部音響伝達関数を補間する。
【００３６】
　以上のように構成された頭部音響伝達関数補間装置３０の動作の一例について図面を用
いて以下に説明する。この例では、予め決められた所定の方位の数が８個であり、例えば
５つの方位で頭部音響伝達関数が新たに測定され、測定されなかった残りの３つの方位の
頭部音響伝達関数が補間される状況を想定している。
【００３７】
　すなわち、加算係数算出手段４４によって、新たに測定された５つの方位の頭部音響伝
達関数および合成用スペクトル蓄積手段４１に蓄積された該５つの方位の合成用スペクト
ルから加算係数が算出される。加算係数算出手段４４によって算出された加算係数および
合成用スペクトル蓄積手段４１に蓄積された残りの３つの方位の合成用スペクトルに基づ
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いて、頭部音響伝達関数補間手段４５によって残りの３つの位置の頭部音響伝達関数が補
間される。
【００３８】
　図５は、演算装置３１が実行する合成用スペクトル蓄積処理のフローチャートである。
なお、所定の複数の方位に対応する頭部音響伝達関数が記憶装置３３に既に記憶されてい
るものとする。
【００３９】
　まず、頭部音響伝達関数補間装置３０の操作者の指示等なんらかの契機により、演算装
置３１は、記憶装置３３に記憶されている予め取得された頭部音響伝達関数を読み込み、
メモリ３２に格納する（ステップＳ５１）。
【００４０】
　次に、演算装置３１は、記憶装置３３に記憶されている重み係数ベクトルΩを読み込み
、メモリ３２に格納する（ステップＳ５２）。
【００４１】
　次に、演算装置３１は、メモリ３２に格納された全ての方位の頭部音響伝達関数の振幅
応答について周波数成分と方位の組み合わせを変量として分散・共分散を計算し、分散・
共分散行列Ｓを形成してメモリ３２に格納する（ステップＳ５３）。
【００４２】
　ここで、例えば、方位ｉ1、ｊ1番目周波数成分の振幅応答と方位ｉ2、ｊ2番目周波数成
分の振幅応答との共分散をＳ(i1－j1)(i2－j2)と表すとき、分散・共分散行列Ｓは［数１
］のように表わされる。

【数１】

【００４３】
　次に、演算装置３１は、ステップＳ５４において、分散・共分散行列ＳとステップＳ５
２で読み込んだ［数２］に示す重み係数ベクトルΩを用いて、［数３］に示す計算用行列
Ｔを形成し、メモリ３２に格納する。
【００４４】
　ここで、ωi－jは方位ｉ、ｊ番目周波数成分に対する重み係数を表す。例えば、方位ｉ

1、ｊ1番目周波数成分の精度を方位ｉ2、ｊ2番目周波数成分のα倍に設定したい場合、ω

i1－j1の値をωi2－j2の値のα倍に設定する。なお、［数３］における「×」は行列の要
素ごとの積演算を表す。
【数２】
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【００４５】
　次に、演算装置３１は、メモリ３２に格納された計算用行列Ｔを用いて公知の主成分分
析を行い、分析結果をメモリ３２に格納する（ステップＳ５５）。
【００４６】
　次に、演算装置３１は、主成分分析によって得られた主成分を方位ごとに分割しメモリ
３２に格納する（ステップＳ５６）。例えば、第ｋ主成分Ｐkを［数４］のように表わす
とき、全方位の主成分Ｐk1～Ｐkdは［数５］のようになる。
【数４】

【数５】

【００４７】
　最後に、演算装置３１は、ステップＳ５６で計算された方位別の主成分を合成用スペク
トルとして記憶装置３３に記憶させる（ステップＳ５７）。
【００４８】
　図６は、新たに測定された頭部音響伝達関数Ｈに関する加算係数を算出する加算係数算
出処理のフローチャートである。
【００４９】
　まず、演算装置３１は、新たに測定された頭部音響伝達関数Ｈを頭部音響伝達関数補間
装置３０のメモリ３２に格納する（ステップＳ６１）。
【００５０】
　なお、新たに頭部音響伝達関数Ｈが測定されたときの方位をｄ1～ｄaとすると、例えば
方位ｄ1で測定された頭部音響伝達関数は［数６］で表わされる。また、方位ｄ1～ｄaで
測定された頭部音響伝達関数Ｈは、［数７］で表わされる。

【数６】
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【００５１】
　次に、演算装置３１は、合成用スペクトル蓄積処理のステップＳ５７において記憶装置
３３に格納された合成用スペクトルのうち、方位ｄ1～ｄaに対応する合成用スペクトルを
読み込んでメモリ３２に格納する（ステップＳ６２）。
【００５２】
　次に、演算装置３１は、ステップＳ６２で読み込んだ方位ｄ1～ｄaに対応する合成用ス
ペクトルから合成用スペクトル行列Ｐを形成する（ステップＳ６３）。なお、合成用スペ
クトル行列Ｐは［数８］で表わされる。ここで、ａ、ｂはそれぞれ、測定方位、合成用ス
ペクトルの数であり、例えばＰ1d1は第１合成用スペクトル（第１主成分Ｐ1）のうち方位
ｄ1に関する成分である。
【数８】

【００５３】
　次に、演算装置３１は、ステップＳ６１でメモリ３２に格納された頭部音響伝達関数Ｈ
とステップＳ６３で形成された合成用スペクトル行列Ｐとから加算係数Ｗを算出する（ス
テップＳ６４）。なお、加算係数Ｗは［数９］で求まる。なお、"＼"は、左除算を表す。

【数９】

【００５４】
　図７は、加算係数Ｗが計算されたときに補間対象方位の頭部音響伝達関数を補間する頭
部音響伝達関数補間処理のフローチャートである。すでに述べたように補間対象方位とは
、所定の複数の方位のうち頭部音響伝達関数が新たに測定された方位以外の方位である。
【００５５】
　まず、演算装置３１は、合成用スペクトル蓄積処理のステップＳ５７において記憶装置
３３に格納された合成用スペクトルのうち、補間対象方位ｄ'1～ｄ'cの合成用スペクトル
を読み込んでメモリ３２に格納する（ステップＳ７１）。
【００５６】
　次に、演算装置３１は、ステップＳ７１で読み込まれた合成用スペクトルから合成用ス
ペクトル行列Ｐ'を形成する（ステップＳ７２）。なお、合成用スペクトル行列Ｐ'は［数
１０］で表わされる。ｃ、ｅはそれぞれ、補間対象方位、合成用スペクトルの数である。
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【数１０】

【００５７】
　次に、演算装置３１は、加算係数算出処理のステップＳ６４で算出された加算係数Ｗと
本処理のステップＳ７２で形成された合成用スペクトル行列Ｐ'とから補間頭部音響伝達
関数Ｈ'を計算する（ステップＳ７３）。なお、補間頭部音響伝達関数Ｈ'は［数１１］で
求まる。
【数１１】

【００５８】
　ここで、例えば補間対象方位ｄ'1の頭部音響伝達関数は［数１２］で表わされる。また
、補間対象方位ｄ'1～ｄ'cに対応する補間頭部音響伝達関数Ｈ'は［数１３］で表わされ
る。

【数１２】

【数１３】

【００５９】
　以上の手続きにより、測定された頭部音響伝達関数Ｈから、補間対象方位ｄ'1～ｄ'cの
補間頭部音響伝達関数Ｈ'の振幅応答を得ることができる。記憶装置３３に記憶された頭
部音響伝達関数は、例えば、図２で説明したような制御フィルタとして用いられる。
【００６０】
　以上説明したように、本発明に係る頭部音響伝達関数補間装置は、予め取得された複数
の頭部音響伝達関数の振幅応答を方位ごとに重み付けして統計的に解析することにより得
られた合成用スペクトルを用いて、新たに測定された方位以外の方位の頭部音響伝達関数
を補間するため、従来のものより頭部音響伝達関数の補間を正確に行うことができるとと
もに、全体的な聴感上の精度向上が可能である。
【産業上の利用可能性】
【００６１】
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　以上のように、本発明に係る頭部音響伝達関数補間装置は、従来のものより頭部音響伝
達関数の補間を正確に行うことができるとともに、全体的な聴感上の精度向上を可能にす
るという効果を有し、バーチャルリアリティアミューズメント、ゲームの音響効果技術な
どに有用である。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】頭部音響伝達関数を測定するときの測定イメージ図
【図２】頭部音響伝達関数を用いた音像定位技術を使用した音像定位装置の典型的な例を
示すブロック図
【図３】本発明の実施形態に係る頭部音響伝達関数補間装置のハードウエア構成を示すブ
ロック図。
【図４】本発明の実施形態に係る頭部音響伝達関数補間装置の機能的なブロック図
【図５】本発明の実施形態に係る頭部音響伝達関数補間装置の演算装置が実行する合成用
スペクトル蓄積処理のフローチャート
【図６】本発明の実施形態に係る頭部音響伝達関数補間装置の演算装置が実行する加算係
数算出処理のフローチャート
【図７】本発明の実施形態に係る頭部音響伝達関数補間装置の演算装置が実行する頭部音
響伝達関数補間処理のフローチャート
【符号の説明】
【００６３】
　３０　頭部音響伝達関数補間装置
　４１　合成用スペクトル蓄積手段
　４２　合成用スペクトル算出手段
　４３　合成用スペクトル記憶手段
　４４　加算係数算出手段
　４５　頭部音響伝達関数補間手段
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